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令和元年度池田市発達支援システム検討委員会次第 

 

 

                                   と き：令和元年１月１７日（金） 

                                              午前１０時～１２時 

                                   ところ：市役所６階 第４会議室 

 

 

案  件 

（１）池田市の発達支援のあり方について 

 

 

 

（２）いけだつながりシート Ikeda_sの取組について 

 

 

 

（３）各委員からの案件について 

   ※特にない場合は、各委員からの情報提供や報告など 

 

 

 

（４）その他 

 

 

 

 



案件１ 池田市の発達支援のあり方 

 

◎就学前の児童発達支援通所にかかる受給者証交付要件について 

 

現状 

 やまばと学園 民間事業所 

受
給
者
証
交
付
の
流
れ 

 １歳６か月児健診などで発達に課題

がある子について、約束クリニックやひ

まわり親子教室などに通い、やまばと学

園、発達支援課、健康増進課などの見立

てにより（保護者の同意のうえ）やまば

と学園に通所となった児に対しては、医

師の診断書等なくても受給者証を交付。 

 １歳６か月児健診後の約束クリニッ

クや、その他の理由で療育が必要と考え

られる場合、医師の診断書（意見書）、ま

たは療育手帳・身障手帳・精神手帳に基

づいて、受給者証を交付。 

 

※保育所に預ける場合や保護者の意向

などによりやまばと学園に通えないた

めに、民間事業所に通う等。 

※その他、やまばと学園卒園後等。 

 

現状の課題 

・やまばと学園は親子通園が基本であるため、両親が就労している場合には利用が困難であ

り、かつ保育所との並行通園ができない。 

・そのため、民間事業所に行くとなると、医師の診断書が必要だが、医療機関への受診に時

間がかかる。 

 

☆健康増進課より提案 

 ・健康増進課で行っている約束クリニックで、療育が必要だと考えられ、かつ就労等でや

まばと学園に通えない児に対しては、約束クリニックの心理相談員の意見書により受給

者証を発行できないか。 

 ⇒ 早く療育につなげることができる 

   保護者が医療機関に行くという負担がなくなる 
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 提案に対する課題 

 ①心理相談員の判断で受給者証を出すことの是非 

 ・これまでは医師の診断書（意見書）を必ず提出してもらっていた 

 

 ②受給者証を出したところで、親子で学べるような療育を行っている民間事業所が少な

く、あってもすぐに定員が埋まる。 

 

 ③心理相談員の判断基準 

  ⇒案）通常、やまばと学園もしくは障がい児保育をすすめる程度の児 

 

 ④市としては、基本的にはやまばと学園に通うのが第一選択であり、どういった理由で民

間事業所に行く人を対象とするか。 

  ・就労等でどうしてもやまばと学園に通いたくても通えない場合 

  ・保護者の考えによりやまばと学園を拒否する場合 

 

 ⑤診断なしで受給者証を交付するのは何歳までにするか。また、途中経過をどのように見

ていくのか。 

 

 ⑥民間事業所が少ない以上、市で何か対策を講じる必要があるが、一定の時間がかかる。 



いけだつながりシート
Ikeda_s（イケダス）とは…
• 母子健康手帳の延長版として使える成長・発達の記録ファイル

• 誰でも使えて（年齢や障がいの有無を問わない）

• 何でもはさめるA４判リング式ファイル

• いろいろな項目について自由に記入ができる

電子版e-Ikeda_s
（イーイケダス）
：大阪大学をはじめ、
ソフトバンク（株）が
社会貢献活動として参
加、官学民が連携しな
がら検討をすすめ、H
２８年度に先行サービ
ス開始

Ikeda_s（イケダス）
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作成の経過

平成２２年度 療育システム会議で、各機関で共通して使用する情報シート（統一シート）の必要性

が確認され、具体的な検討が開始

大阪大学に作成を依頼

平成２３年度 心理士の会により統一シート原案を検討。療育システム会議で「フェイスシート」と

「現在の様子」の項目案を提示。各機関で意見とりまとめ

平成２４年４月 発達支援課新設。各機関への聴取を実施。大阪大学による項目整理と様式化。

平成２４年１２月 庁内会議で、内容と運用について協議
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Ikeda_sの使用方法

•本人・保護者または支援機関の担当者が記入（誰が記入したか分かるよう、記入者欄を設けている）

•「使いたいところから」、「必要なところだけ」記入

新規

•各シートを市役所発達支援課窓口で配布しているので、１～３年ごとに新しいページをはさみ、デー

タを更新できる（ペンの色を変えるだけでもよいです）

•古い情報も活かされていく！変化が分かりやすい！

更新

•本人または保護者が保管

•希望があれば副本（コピー）を発達支援課で管理することも可能

管理
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配布対象、配布方法、配布時期

配布対象 全市民（年齢や障がいの有無を問わない）

配布方法

希望者に、窓口で配布
＊配布窓口…市役所４階 発達支援課、市役所２階 障がい福祉課、

保健福祉総合センター 健康増進課、教育センター、
池田こども家庭センター

その他、１歳６か月児健診 かおTV実施時に配布
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行政窓口などでの活用

手続き 担当部署

① 障がい児保育／要配慮児支援 申請 幼児保育課

② 機能訓練（PT・OT） 申請 発達支援課

③ 夏休みタイムケア事業 申請 発達支援課

④ 市立やまばと学園（児童発達支援センター）
支援計画を立てる際の資料として

やまばと学園
（幼児保育課）

⑤ 就園・就学相談 教育センター
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配布・登録数（累計）
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今年度の取り組み

• 新型コロナの関係で４か月健診での配布中止

（H31年4月～ ４か月児健診の場で配布）

• R２年10月
公立保育所・こども園の所長会でイケダスの配布を打診
⇒今年度は特別支援保育申込者に対して、園より配布

⇒来年度、通園児全員に配布予定

• イーイケダスの活用促進について、定期的にソフトバンクと協
議を実施

• まみたん等広報誌で周知
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今後の展開として（案）

• 公立保育所において配布、及び活用の促進

• 教育相談、通級指導教室の申請段階で活用

• 学校園における活用（保護者が相談したいとき、書いて学校園
に持参）

8



池田市発達支援システム検討委員会（令和２年１月１７日） 

 

案件（池田保健所より） 

① 医療的ケアの必要な児は、保育所入所が受け入れてもらえない。 

② 通学支援がないため、保護者が送迎を行っている。又保護者や兄弟が病気な

どの時は送迎ができないため、学校を休まなければならない。 

③ 市の施設は保育重視のため、専門的リハビリや療育を受けるには、遠方まで

通わなければならない。 

 

上記について、池田市の方針を確認させていただきたいです。 

 

 

資料３ 



■障がい児通所支援事業 

 

 ２９年度 

実績 

３０年度 

実績 

 

３１年度 

実績 

（見込み） 

①児童発達 

支援 

施設数 30 カ所 34 カ所 50 カ所 

延べ人数 985 人 1,405 人 1,468 人 

給付金額 75,191 千円 102,802 千円 92,523 千円 

②医療型児童 

発達支援 

施設数 2 カ所 4 カ所 4 カ所 

延べ人数 49 人 52 人 26 人 

給付金額 1,787 千円 2,164 千円 716 千円 

③放課後等 

デイサービス 

施設数 48 カ所 56 カ所 75 カ所 

延べ人数 1,911 人 2,992 人 4,124 人 

給付金額 146,986 千円 195,953 千円 269,467 千円 

④保育所等 

訪問支援 

施設数 2 カ所 3 カ所 4 カ所 

延べ人数 7 人 5 人 12 人 

給付金額 107 千円 74 千円 215 千円 

利用延べ人数 2,952 人 4,454 人 5,630 人 

給付金額合計 224,071 千円 300,993 千円 362,921 千円 

 

・受給者証の発行人数は３６１人（令和元年１２月末日現在） 

  ３０年度末の発行人数は３０４人 
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みんなの得意を見つけよう！ 

 

Ikeda_s
イケダス

／e-Ikeda_s
イーイケダス

 

Ikeda_s は A4 サイズの紙のシートで、手書きで

記録したい方におすすめ。シートに沿って記入す

ることはもちろん、イラストや写真を貼ったり、

園や学校からのおたよりも一緒に保管できます。 

お渡し場所：発達支援課・障がい福祉課（市役所）・ 

健康増進課（保健福祉総合センター）・教育センター 

Ikeda_sのWEB版 e-Ikeda_sはスマホ派にお

すすめ。いつでもどこでも、スキマ時間にサク

サク入力できます。個人情報を入力しないた

め、セキュリティ面も安心。ご登録は下記 URL

から。（無料） 

https://www.growth-log.jp/ikeda/login 

いけだつながりシート Ikeda_s は、母子手帳の延長版のイメージでお使いいただける成長・発達の記録ツールです。 

「池田市内で生涯に渡って、みんなで共通して使えるものを」をコンセプトに、池田市にお住まいの保護者の方や 

保健・医療・福祉・教育・就労に携わるスタッフの皆さんと一緒につくりました。 

【お問合せ】 池田市 子ども・健康部 発達支援課（市役所 4 階⑯番窓口）☎ 072-754-6102 受付時間：平日 9：00～17：00（年末年始を除く） 

©大阪大学大学院連合小児発達学研究科 



Ikeda_s
イケダス

 ／ e-Ikeda_s
イーイケダス

 について 

 

✎フェイスシート‥‥乳幼児健診の結果や、通っている園・学校の情報、かかりつけ医などの情報が記入できます。 

✎現在の様子‥‥‥‥運動やコミュニケーション、日々の生活に関する情報が記入できます。 

たくさんの情報が書けますが、一度に全ての項目を埋める必要はありません。 

ご自身のペースで、必要な項目から記入してください。 

 

 

✅ 成長・発達の経過が、これひとつでわかります。 

✅ いろいろな観点から成長・発達の経過を俯瞰できます。 

✅ あなたの“得意”や“ニガテ”を客観的に把握でき、“得意”をさらに活かすことができます。 

✅ 客観的な根拠をもとに、あなたに合った進路や生活スタイルを考えられます。 

✅ 子育てや就労などで悩んだとき、解決のヒントになります。 

✅ 病院受診や、就園・就学、宿泊イベントのとき、あなたのことを周りに説明しやすく、時短にもなります。 

✅ 市役所での手続きにも使われているので、スキマ時間に記録をつけておくと、窓口でのお手続きが楽になります。 

✅ 池田市内の各機関への周知も行っているので、Ikeda_s・e-Ikeda_s について一から説明しなくでも大丈夫。 

 

 

                          紙派さんの”いいこと”  

                          ・シートの余白や裏をつかって絵をかいたり、写真を貼ったり、使い方は無限大。オリジナルページを作っても OK！ 

・母子手帳や、病院でもらったお薬の説明書、学校や園からのおたよりも一緒に挟んで管理できます。 

                          ・たくさん書いて、余白がなくなっても大丈夫。発達支援課で追加のシートがもらえます。 

                          WEB派さんの“いいこと”  

                          ・ファイルを持ち運ばなくても、スマホやパソコンから、スキマ時間にサクサク入力できます。 

                          ・入力が完了すると、成長・発達に関する一言コメントがとどきます。 

                          ・「日記をつける」機能で、その日の思い出を写真とともに記録できます。 

                          もちろん Ikeda_sと e-Ikeda_s 両方つかっても OK！ みんなのいいところを見つけていきましょう。 

Ikeda_sと e-Ikeda_sは 

2 部構成になっています。 

記録をつけると 

いいこといっぱい。 

紙とWEB 

どっちで記録する？ 




